
令和６年１２月７日（土）、坂祝町中央公民館で人権講演会事業として、南修治氏
のコンサート『それでも生きる意味はある』が行われました。約１００人の聴衆の中、
「君のままですばらしい」「だいじょうぶだからね」など自作の歌とエピソードを交
えながらのコンサートでした。ある中学校では、自分に自信が持てなかった中学生が、
コンサート後に前向きに取り組みだしたと学校から連絡が来たこともあったそうです。
このコンサートは、可茂協議会の全体研修に位置づけ、１８名の委員が参加し、最
後まで熱心に傾聴しました。
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